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中小企業支援計画とは

○ 中小企業支援計画の法律上の位置付け

「中小企業支援計画」とは、国が中小企業支援法第３条に基づき、毎年、中小企業政

策審議会の意見を聴いて 「経営の診断又は助言、技術に関する助言を行う事業又はそ、

のために必要な試験研究を行う事業、中小企業支援担当者を養成するなどの事業であっ

て、国、都道府県等及び中小企業基盤整備機構が行うものについて、その実施に関して

定める計画」をいい、都道府県知事等は同法第４条に基づき、国が定めた計画に基づい

て当該都道府県等が行う中小企業支援事業の実施に関する計画を定め、これを経済産業

大臣に届け出ることとされている。

経済産業大臣

中小企業支援計画の策定（第３条）

・　経営の診断又は経営に関する助言に関する事業

・　技術に関する助言を行う事業又はそのための必要な試験研究を行う事業　等
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中小企業支援事業実施に関する計画の策定（第４条）

中小企業支援事業の実施

支援計画の送付
（第３条第３項）

助　言（第５条） 実施計画の届出
（第４条第１項）

特定支援事業の実施（第７条）
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　　　　支　　援

経営の診断又は助言

技術に関する助言

中小企業者又はその従業員研修

中小企業支援担当者の研修

　都道府県等が行う中小企業支援事業のうち、高度な
専門的な知識及び経験を必要とするため都道府県等
が自ら行うことが困難な経営診断等を行う


